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電極間の配線、回路装置

動きが伴う電極間の配線、ロボット、アクチュエータ

動き疲労に伴う劣化に強い配線、頻繁に屈曲された場合でも断線しない配線を
得る。

本発明による配線は、材料の組成によって自動的に形成される螺旋状を有してい
るので、動き疲労に強く、また頻繁な屈曲運動、例えばロボットに設けられる多数
の微小なセンサ回路の配線に好適である。

電極ＴＳ１とＴＳ５間を電気的に連結する配線Ｗ１は、頂点を有するＬ字型に位置さ
れているとともに、格子定数の異なる２つの層が積層して形成されており、この格
子定数の相違によって頂点は矢印方向に螺旋状に巻回（ｂ）、（ｃ）されて最終的に
電極ＴＳ１とＴＳ２とを直線状に連結する螺旋配線Ｈ１となる。


